
 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和２．４．20現在） 総数 295 名 

１年 95 名  ２年 109 名  ３年 91 名 

令 和 ２ 年 ４ 月 2 8 日 

  

 

 

奄 美 市 名 瀬 朝 日 2 9 番 地 １ 
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HP:http://www.city.amami.kagoshima.jp/asahi-j/ 

 
 
 
 

伸
び
ゆ
く
子
ど
も
達
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 

夏
迫 

満
弘 

 

３
月
の
教
職
員
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、
曽
於
市

立
財
部
中
学
校
よ
り
朝
日
中
学
校
に
参
り
ま
し
た
校

長
の
夏
迫
満
弘
と
申
し
ま
す
。
ど
う
か
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

奄
美
大
島
に
は
、
平
成
五
年
か
ら
古
仁
屋
中
学
校

で
四
年
間
過
ご
し
、
今
度
は
朝
日
中
学
校
で
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
の
曽
於
市
財
部

町
は
、
宮
崎
県
都
城
市
に
隣
接
し
、
基
盤
産
業
と
し

て
の
畜
産
の
他
に
さ
つ
ま
い
も
栽
培
や
林
業
・
製
茶

な
ど
も
盛
ん
で
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
人
情
味
に
あ
ふ

れ
た
地
で
し
た
。 

 

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
四
月
六
日
に
は
、
本
校

第
七
十
三
回
入
学
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
応
で
二
・
三
年
生
全

員
が
同
席
で
き
ず
、
例
年
の
入
学
式
に
比
べ
る
と
本

当
に
寂
し
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
が
、

新
一
年
生
の
目
の
輝
き
や
姿
勢
、
呼
名
の
時
の
大
き

な
返
事
が
そ
の
寂
し
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
が
本
当
に
楽
し
み
な
一
年
生
に
感
じ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
一
学
期
が
始
ま
り
一
週
間
余
り
の
中
で
実

施
し
た
「
あ
ま
み
っ
子
す
こ
や
か
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

は
、
九
つ
全
て
の
学
級
が
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
だ
け

で
な
く
担
任
・
副
担
任
の
紹
介
と
共
に
ダ
ン
ス
や
ク

イ
ズ
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
、
自
分
た
ち
を
楽
し
く
紹

介
し
て
く
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
こ
の
素
直
で
明
る

く
元
気
な
姿
こ
そ
、
朝
日
中
学
校
の
宝
で
す
。
感
動

し
っ
ぱ
な
し
の
中
、
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
社
会

全
体
が
重
苦
し
い
空
気
に
包
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

学
校
で
は
こ
ん
な
明
る
い
子
ど
も
達
と
共
に
、
職
員

も
子
ど
も
達
に
負
け
じ
と
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
、
二
百
九
十
五
名
の
子

ど
も
達
の
た
め
に
一
生
懸
命
取
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
方
に
も
子
ど
も

達
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 

 

 

九
十
五
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
が
楽
し
み
で
す
。
楽

し
い
学
校
に
な
る
よ
う
に
み
ん
な
で

仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
。 

 

入
学
式
！ 

在
校
生
は
い
な
い
で
す
が
、
在
校
生
の
気
持
ち
は
い
っ
ぱ
い 

 

 

 
一
年
生
の
教
室
に
は
、
春
休
み
期

間
を
利
用
し
て
、
生
徒
会
役
員
が
絵

と
こ
と
ば
で
歓
迎
の
気
持
ち
を
伝

え
ま
し
た
。 

 

 
 

新
入
生
代
表
あ
い
さ
つ 

 

私
た
ち
新
入
生
は
、
こ
の
度
朝
日
中
学

校
に
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
先
日
、
六
年
間

の
小
学
校
生
活
を
終
え
、
卒
業
し
た
私
た

ち
は
、
中
学
校
へ
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

期
待
や
希
望
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
小

学
校
で
は
勉
強
や
運
動
だ
け
で
な
く
、
朝

の
清
掃
活
動
な
ど
を
通
し
て
自
分
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
人
の
た
め
に
も
行
動
す
る

と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
学
校
で
も
勉
強
や
運
動
は

も
ち
ろ
ん
、
人
と
し
て
も
心
の
勉
強
も
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

 

そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
そ

の
中
で
改
め
て
自
分
の
不
得
意
な
こ
と
、

得
意
な
こ
と
を
自
覚
し
、
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
協
力
し
て

充
実
し
た
三
年
間
に
し
た
い
で
す
。 

 

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、
迷
う
こ
と
、
戸
惑

う
こ
と
悩
む
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
、
ど
ん
な
時
も
、
ま
た
、

前
を
向
き
、
前
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
何
事

に
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
校

長
先
生
並
び
に
先
生
方
、
先
輩
方
御
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
お
い
で
く
だ
さ
っ

た
来
賓
の
方
や
、
日
頃
よ
り
温
か
い
励
ま

し
の
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
立

派
な
中
学
生
に
な
れ
る
よ
う
、
が
ん
ば
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

ど
ん
な
時
も
そ
ば
で
支
え
て
く
れ
る
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
家
族
の
皆
さ
ん
。 

中
学
校
で
も
た
く
さ
ん
努
力
し
て
、
少
し

で
も
成
長
し
た
姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

私
た
ち
は
、
朝
日
中
学
校
の
生
徒
の
一

員
と
し
て
多
く
の
こ
と
に
努
力
し
、
仲
間

と
助
け
合
い
、
充
実
し
た
三
年
間
に
し
た

い
で
す
。 

新
入
生
代
表 

原
口 

結
乃 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



今を大切にする朝日中生になるために！ ４月７日（火）集会指導の内容（学習，キャリア教育，生徒指導） 

 生徒一人一人が安心して学べる場 

学習環境を整える，授業のルール

（授業４則）を守り，お互いの考えを

尊重しよう。 

・ 授業と家庭学習を充実させること

で学力が高まる。 

・ テスト勉強は一気にするのでなく

復習する日を分散させる。 

・ 「思い出す」時に知識は定着する。 

・ 家庭では違う種類の学習を組み合

わせて取り組む。 

・ 家庭学習の習慣づけは，決まった

就寝時刻と学習開始時刻の設定，生

活の記録を書くことから始まる。 

※ 毎日の習慣が大切ですので，家庭

での協力をお願いします。 

生き方の「道しるべ」 

 今年度から実施される「キャリア・

パスポート」について説明しました。 

 キャリア・パスポートは，中学生活

を振り返ったり，見通したりしながら

学びの足跡を記録し，積み重ねていく

ことで自分らしい生き方への実現に役

立てようとする資料です。 

 中学校生活での体験や学びを通して

次の４つの力を伸ばしてください。 

・ 自己を見つめる力 

・ つながる力 

・ 生かす力 

・ 創り出す力 

※ ４つの力を伸ばし，自ら成長する

ことを意識して行動できるようにな

ってください。  

「礼を正し，場を清め，時を守る」 

今年度もルールやマナーを守り，誰

もが輝ける環境を全員で築き上げてほ

しいと思います。 

 朝日中生徒心得を配付して，生活に

ついて確認しました。 

・ 整髪や靴と傘の記名を徹底する。 

・ 人権について，今年度はスローガ

ンを設定する。 

・ 周りの人がいるから自分があるこ

とを忘れず，感謝や思いやりの気持

ちをもって，温かい言動に努める。 

※ 困ったことや迷ったことがあれ

ば，先生方にいつでも相談してくだ

さい。毎朝，玄関でみなさんの笑顔

と挨拶を楽しみに相談待っていま

す。 

この学級で１年間がんばるぞー ４月 14日（火）あまみっ子すこやかプログラム実施 

 

担当の先生から 

 天気に恵まれて，素晴らしい学

級紹介でした。各学級の代議員の

皆さんが中心となり，昼休みの打

ち合わせや話し合い，練習など、

準備をしてくれたおかげで，発表

を楽しむことができました。さす

が学級のリーダーです。 

各会長のもと，歌やクイズ，ダ

ンス，演技，長縄で発表を盛り上

げる生徒一人一人が「あまみっ子

すこやかプログラム」大成功の立

役者です。 

 次回は，９月４日（金）に実施

予定です。今回からさらに団結し

た学級で楽しみましょう。期待で

いっぱいです。 

生徒感想 

 今日はすこやかプログラムがありました。本番ま

でに学級のみんなで話し合いをしました。考えた結

果，劇の中で「あいうえお」作文や歌をすることに

なりました。準備もどんどん進みました。しかし，

外で行われることになり，劇ができなくなったの

で，みんなでＵＳＡを踊ることになりました。会

長，副会長ががんばっていましたが，なかなかまと

まりませんでした。私も疲れましたが，ダンスリー

ダーはもっと疲れていたと思います。いよいよ本

番。みんな緊張していて，私も緊張していました。

少しぐたぐたになりましたが，２の１みんなで楽し

くダンスができてとてもいい思い出になりました。

これからもみんなで協力して行事を乗り越えていき

たいと思います。大勢の前で堂々と踊っているダン

スリーダーはすごいと思いました。 

結 ～助け合い 支え合い 繋ぐ島ぬ宝（生徒会スローガン） 

  

 ４月 14日（火）に生徒会対面式・部活動紹介が実施されました。

対面式は，新入生を迎え，全校生徒が生徒会の一員であることを理解

させ，よりよい学校生活を築くために努力しようとする態度を共有す

ることを目的としています。部活動紹介は部活動の内容について理解

し，自分にあった部活動を選択できる機会としています。 

 休校などが実施され，なかなか十分な準備の時間がない中，生徒会

役員が計画・準備してきました。また，直前に非常事態宣言もあり，

急遽全校生徒での参加を制限したり，時間を短縮したりして取り組ん

でくれました。限られた時間のなかで，助け合い，支えあいながら会

を成功させたことは大きな宝となりました。これからさらに予想でき

ないことが出てくるかと思いますが，この経験を生かしよりよい学校

生活を創りあげていきましょう。 
  

４・５月行事（案）今後の新型コロナウィルス対応による（外部の講師は招聘しないため，各種講話は中止） 

４月変更分 

○ ４月 20日（月）授業参観中止 役員決めは延期 

○ 家庭訪問延期（５月の教育相談，７月３年三者面

談も一緒に６月実施予定，１,２年生は学校で面

談） 

○ 各種検診、尿検査等、市交通災害共済申込延期 

○ 合唱コンクール練習延期（２学期実施） 

※ 安心・安全メール，ホームページにて掲載 

５月（～６日まで休校） 

７日（木）３年実力テスト 

８日（金）３年実力テスト 

     １年心電図 

９日（土）チャレンジタイム 

12日（火）安全教室 

14日（木）ＡＡＩ・ＮＲＴ 

15日（金）ＮＲＴ、クリーン登校 

17日（日）市民清掃 

21日（木）生徒会専門委員会 

25日（月）市教委訪問 

27日（水）高校説明会 

28日（木）高校説明会 

29日（金）小中ジョイントプラン 

30日（土）学級役員決め Ｐ

ＴＡ総会 

※ 状況に応じて学級役員決め

後、短時間で総会（承認） 

 


